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(57)【要約】

【課題】スライド板の前進と、カバーのロールペーパー

の周面に対する押し付けとを１つの動作により行うよう

にする。

【解決手段】ロールペーパーＲを回転可能に保持するホ

ルダー本体１１に、ロールペーパーＲの外周面に沿って

湾曲するカバー１２を接離するように取り付ける。この

カバー１２に起伏可能の押さえ片１３を取り付け、カバ

ー１２の湾曲方向前後に摺動するスライド板１４を、そ

の摺動によりカバー１２から出し入れ可能に設け、押さ

え片１３とスライド板１４との間にリンク片２７を起伏

可能に連結する。押さえ片１３とリンク片２７との間に

取り付けられたばね２９より、押さえ片１３が起立方向

に付勢される。押さえ片１３をカバー１２に押し付ける

ことにより、押さえ片１３がリンク片２７を介してスラ

イド板１４を前進させるとともに、カバー１２がロール

ペーパーＲの外周面を押し付ける。

【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ロールペーパー(Ｒ)を回転可能に保持するホルダー本体(１１)に、前記ロールペーパー
(Ｒ)の外周面に沿って湾曲するカバー(１２)をそのロールペーパー(Ｒ)に接離するように
揺動可能に取り付けたロールペーパーホルダーにおいて、
  上記カバー(１２)は、その湾曲方向に沿って前後方向に前端から出し入れ可能なスライ
ド板(１４)と、前記カバー(１２)の上面に設けられて前記スライド板(１４)を出し入れさ
せる起伏可能な押さえ片(１３)とを有し、前記スライド板(１４)はその後方への移動が一
定位置で規制されてその前端縁は上記ロールペーパー(Ｒ)の切り刃となり、前記押さえ片
(１３)は、起立方向に付勢されており、前記スライド板(１４)と前記押さえ片(１３)とは
、リンク片(２７)により連結されて、前記押さえ片(１３)を前記カバー(１２)に向かって
押さえることにより、前記スライド板(１４)が前記リンク片(２７)を介して前方に向かっ
て移動して前記カバー(１２)の前端から突出することを特徴とするロールペーパーホルダ
ー。
【請求項２】
  上記押さえ片(１３)の起立方向への付勢を、上記カバー(１２)と上記リンク片(２７)と
の間に設けたばね、前記カバー(１２)と上記押さえ片(１３)との間に設けたばね、前記カ
バー(１２)と前記スライド板(１４)との間に設けたばね、前記押さえ片(１３)と前記リン
ク片(２７)との間に設けたばね、前記押さえ片(１３)と前記スライド板(１４)との間に設
けたばね、または前記スライド板(１４)と前記リンク片(２７)との間に設けたばねのいず
れかにより行った請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項３】
  上記リンク片(２７)を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し、そのばね片の屈曲部
をカバー(１２)の後方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片(１３)は
起立状態であり、その押さえ片(１３)を、前記ばね片をその開き角度を小さくしつつ前記
カバー(１２)に向かって押さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動すること
を特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項４】
  上記リンク片(２７)を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し、そのばね片の屈曲部
をカバー(１２)の前方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片(１３)は
起立状態であり、その押さえ片(１３)を、前記ばね片をその開き角度を大きくしつつ前記
カバー(１２)に向かって押さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動すること
を特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項５】
  上記カバー(１２)を上記ロールペーパー(Ｒ)の外周面に沿う対のフレーム(１９、１９)
とし、その対のフレーム(１９、１９)の間に中桟(２２)を設け、その中桟(２２)に上記押
さえ片(１３)を設けるとともに、前記対のフレーム(１９、１９)に前記スライド板(１４)
をスライド可能に設けたことを特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項６】
  上記押さえ片(１３)を上記カバー(１２)に押さえ付ける第１押さえ手段(３１)と、前記
カバー(１２)を上記ロールペーパー(Ｒ)の外周面に押し付ける第２押さえ手段（４１）と
をさらに設けたことを特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、トイレットペーパーとしてのロールペーパーを保持するロールペーパーホル
ダーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  一般に、トイレ内の便器付近の壁面にロールペーパーを回転可能に保持したロールペー
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パーホルダーが取り付けられている。このロールペーパーホルダーとして、従来から、壁
面に固定する取り付け板の両側に側板が固定され、取り付け板の上部にロールペーパーを
覆う湾曲したカバーがそのロールペーパーに接離するように取り付けられ、両側板の内部
に設けられた一対の支持アームによりロールペーパーを回転可能に支えるものが使用され
ている。
【０００３】
  上記のロールペーパーホルダーは、ロールペーパーを回転して所要長さのペーパーを引
き出し、カバーを手で押さえてロールペーパーの回転を止めるとともに、カバーを押さえ
た状態でペーパーを引き上げてその前端縁でペーパーを切断する。
【０００４】
  しかし、カバーの前端縁でペーパーを切断したままであれば、ロールペーパー側のペー
パーの端部がカバーの下面に隠れてしまう。このため、次の使用者が、ロールペーパーを
使用するには、カバーを上方に開いてロールペーパーから離した状態で、ペーパーの端部
を手でつまんで引き出すか、または、手でロールペーパーを回転させてペーパーの端部を
カバーの前端縁よりも前方に出すかしなければならず、このペーパーの引き出し作業が面
倒であった。
【０００５】
  この面倒な引き出し作業を行わずに、次の使用者がペーパーを容易に引き出すことので
きるロールペーパーホルダーが提案されている。このロールペーパーホルダーは、ロール
ペーパーを覆うカバーの下面部に、そのカバーに沿って前後方向に摺動するスライド板を
、その摺動によりカバーの前端縁から出し入れ可能に取り付けたものである。このスライ
ド板は、カバーの後方に向かって付勢され、カバーに形成した長孔にスライド可能に設け
たつまみを備えている（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００５−２８１６３号公報（図１参照）
【０００６】
  上記特許文献１に記載のロールペーパーホルダーは、カバーの下面部にスライド板が出
し入れ可能に取り付けられており、つまみをつまんでスライド板をカバーの前端縁から引
き出した状態でペーパーを切断する。前記スライド板は、カバーの後方に向かって付勢さ
れているので、ペーパーの切断後、つまみを離すとスライド板がカバー内に後退し、引き
出したスライド板の長さ分のペーパーがカバーの外側に残された状態となる。
【０００７】
  このペーパーがあらかじめカバーの外側に引き出された状態であれば、次の使用者は、
その引き出されているペーパーを引っ張って、必要な長さのペーパーを容易に引き出すこ
とができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
  上記特許文献１に記載のロールペーパーホルダーは、ペーパーを切断するためには、つ
まみをつまんでスライド板を前進させた状態を維持しながら、カバーをロールペーパーの
周面に押し付けてロールペーパーの回転を止める必要がある。そのスライド板を前進させ
ながらカバーをロールペーパーの周面に押し付ける作業は、スライド板の前進方向と、カ
バーの押し付け方向が異なるため、面倒である。
【０００９】
  そこで、本発明は、スライド板の前進とカバーのロールペーパーの周面に対する押し付
けとを１つの動作により行うようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
  上記の課題を解決するために、本発明は、カバーに設けた押さえ片をそのカバーに押し
付けることにより、スライド板を前進させるとともにカバーがロールペーパーの周面を押
し付けるようにしたのである。
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【００１１】
  このようにすれば、上記押さえ片をカバーに押し付けることにより、スライド板がカバ
ーの前端縁から前進するとともに、カバーがロールペーパーの周面を押し付けるので、ス
ライド板の前進と、カバーによるロールペーパーの周面の押し付けとを、押さえ片を押し
付けることにより行うことができる。
【００１２】
  本発明の構成としては、ロールペーパーを回転可能に保持するホルダー本体に、前記ロ
ールペーパーの外周面に沿って湾曲するカバーをそのロールペーパーに接離するように揺
動可能に取り付けたロールペーパーホルダーにおいて、前記カバーは、その湾曲方向に沿
って前後方向に前端から出し入れ可能なスライド板と、前記カバーの上面に設けられて前
記スライド板を出し入れさせる起伏可能な押さえ片とを有し、前記スライド板はその後方
への移動が一定位置で規制されてその前端縁は上記ロールペーパーの切り刃となり、前記
押さえ片は、起立方向に付勢されており、前記スライド板と前記押さえ片とは、リンク片
により連結されて、前記押さえ片を前記カバーに向かって押さえることにより、前記スラ
イド板が前記リンク片を介して前方に向かって移動して前記カバーの前端から突出するも
のを採用することができる。
【００１３】
  この構成において、上記押さえ片の起立方向への付勢を、上記カバーと上記リンク片と
の間に設けたばね、前記カバーと上記押さえ片との間に設けたばね、前記カバーと前記ス
ライド板との間に設けたばね、前記押さえ片と前記リンク片との間に設けたばね、前記押
さえ片と前記スライド板との間に設けたばね、または前記スライド板と前記リンク片との
間に設けたばねのいずれかにより行ったものを採用することができる。
【００１４】
  このようにすると、押さえ片を手で押し付けることによりスライド板がカバーから前進
してばねが伸び、押さえ片から手を離すことにより、ばねが縮んで押さえ片が起立するの
で、押さえ片が起立方向に付勢される。
【００１５】
  上記ばねを設ける代わりに、上記リンク片を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し
、そのばね片の屈曲部をカバーの後方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押
さえ片は起立状態であり、その押さえ片を、前記ばね片をその開き角度を小さくしつつ前
記カバーに向かって押さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動するものを採
用することができ、たとえば、このばね片として、板ばねやトーションばね等を採用する
ことができる。
【００１６】
  このようにすれば、押さえ片を手で押さえて、リンク片の開き角度を狭める（小さくす
る）と、スライド板が前進し、開き角度が狭まった状態となる。この状態のリンク片は、
押さえ片から手を離すと、その弾性により開き角度を広げる（大きくする）ように作用し
て、スライド板を後退させ、押さえ片を起立方向に付勢させる。
【００１７】
  また、上記リンク片を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し、そのばね片の屈曲部
をカバーの前方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片は起立状態であ
り、その押さえ片を、前記ばね片をその開き角度を大きくしつつ前記カバーに向かって押
さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動するものを採用することができる。
【００１８】
  このようにすれば、押さえ片を手で押さえて、リンク片の開き角度を広げる（大きくす
る）と、スライド板が前進し、開き角度が広がった状態となる。この状態のリンク片は、
押さえ片から手を離すと、その弾性により開き角度を狭まる（小さくする）ように作用し
て、スライド板を後退させ、押さえ片を起立方向に付勢させる。
【００１９】
  また、上記カバーを上記ロールペーパーの外周面に沿う対のフレームとし、その対のフ
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レームの間に中桟を設け、その中桟に上記押さえ片を設けるとともに、前記対のフレーム
に前記スライド板をスライド可能に設けたものを採用すれば、そのスライド板をカバーを
構成する一部品として利用でき、部品点数を減らすこともできる。
【００２０】
  上記押さえ片を上記カバーに押さえ付ける第１押さえ手段と、前記カバーを上記ロール
ペーパーの外周面に押し付ける第２押さえ手段とをさらに設けたものを採用することがで
きる。この第１押さえ手段により、押さえ片をカバーに押さえ付けてスライド板を前進さ
せ、第２押さえ手段により、そのカバーがロールペーパーの外周面を押さえ付けた状態に
維持することできる。
【発明の効果】
【００２１】
  本発明は、以上のように、スライド板の前進とカバーのロールペーパーの周面に対する
押し付けとを押さえ片を押さえることにより行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
  以下、本発明の実施形態を図１〜図３に示す。この実施形態のロールペーパーホルダー
は、図１に示すように、ロールペーパーＲを回転可能に保持するホルダー本体１１に、ロ
ールペーパーＲの外周面に沿って湾曲するカバー１２が、そのロールペーパーＲに接離す
るように揺動可能に取り付けられる。このカバー１２の上面に押さえ片１３が起伏可能に
取り付けられるとともに、このカバー１２の湾曲方向に沿って前後方向に出し入れ可能な
スライド板１４が設けられる。
【００２３】
  上記ホルダー本体１１は、これを壁面に固定する取り付け板１５に、その両側部から前
方に向かって側板１６、１６を設け、この両側板１６の前側の内部に互いに対向して一対
の支持アーム１７、１７を取り付けたものである。
【００２４】
  上記両側板１６、１６の内側の取り付け板１５側の上部に、ロールペーパーＲの芯筒の
筒軸方向と平行なカバー取り付け軸１８が回転可能に取り付けられている。このカバー取
り付け軸１８にカバー１２を取り付けることにより、そのカバー１２は、カバー取り付け
軸１８を中心にしてそのロールペーパーＲに接離するように上下方向に揺動可能となる。
【００２５】
  上記一対の支持アーム１７は、ロールペーパーＲの芯筒内にそれぞれ嵌められ、ロール
ペーパーＲを回転可能に支持する。また、支持アーム１７が側板１６に沿うように起立可
能に設けられている。このため、ロールペーパーＲを交換する際、ロールペーパーＲを側
板１６間に下方から差し込み、その端面で支持アーム１７、１７を起立させて、その後倒
してそれぞれ芯筒内に嵌めれば、容易にロールペーパーＲを交換することができる。
【００２６】
  上記カバー１２は、ロールペーパーＲの外周面に沿って円弧状に湾曲した左右一対のサ
イドフレーム１９、１９の後端部（取り付け板１５側端部）を上記カバー取り付け軸１８
に連結固定し、左右一対のサイドフレーム１９、１９の前端部を後述するペーパー押さえ
板２１の両側部に固定したものである。
【００２７】
  上記左右一対のサイドフレーム１９、１９の後方側に、これらを間に掛け渡すように中
桟２２が固定される。この中桟２２は、上記カバー取り付け軸１８と平行に固定され、そ
の中央に上記押さえ片１３の後端部が回転可能に取り付けられている。この中桟２２に押
さえ片１３を取り付けることにより、その押さえ片１３がカバー１２の湾曲方向に起伏可
能となる。
【００２８】
  上記ペーパー押さえ板２１は、その両側部の後側部分（中桟２２側部分）を折り曲げて
形成した筒部２３と、その両側部の前側部分（中桟２２の反対側部分）を上向き（押さえ
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片１３側）に折り曲げてさらに内向きに折り曲げたガイド片２４とを有する。この筒部２
３に上記左右のサイドフレーム１９の前端部を挿し込んで固定する。ペーパー押さえ板２
１の上端部（中桟２２側端部）の両側には、スライド板１４の上方への移動を一定位置に
規制するストッパー２５が一体に設けられている。
【００２９】
  上記スライド板１４は、その縦横の幅が上記ペーパー押さえ板２１と同じ縦横の幅に形
成されるとともに、その前端部分が断面山型に形成され、前端縁がロールペーパーＲの切
り刃となっている。この前端縁にロールペーパーＲのペーパーＰを引き上げて当てがい、
そのペーパーＰを後方に向かってねじるようにすれば、ペーパーＰを切断することができ
る。なお、このスライド板１４の前端部は、断面山型に限られず、前後方向に山形の凹凸
を横幅方向に複数連続して設けた形状であってもよく、要は、ペーパーＰをねじった際、
容易にそのペーパーPが切断できるものであればよい。
【００３０】
  また、スライド板１４の両側部は、ペーパー押さえ板２１とそのガイド片２４との間に
挿し込まれて、ガイド片２４に係合し、スライド板１４がペーパー押さえ板２１の上面に
沿って前後方向に摺動可能に嵌められる。その摺動により、スライド板１４がペーパー押
さえ板２１の前端縁から出し入れ可能となる。なお、ペーパー押さえ板２１のガイド片２
４を下向きに折り曲げて、前記スライド片１４をペーパー押さえ板２１の下面に沿って前
後方向に摺動可能に嵌めることができる。
【００３１】
  このスライド板１４は、その上端部（中桟２２側端部）中央にリンク片２７を有し、こ
のリンク片２７が、ヒンジ２６を介してカバー１２の湾曲方向に向かって起伏可能に取り
付けられている。このリンク片２７の先端部が、上記カバー１２に対して起立状態の押さ
え片１３に向かってその押さえ片１３の下面にヒンジ２８を介して連結されている。
【００３２】
  このヒンジ２６、２８は、カバー取り付け軸１８と平行に取り付けられているので、リ
ンク片２７が、押さえ片１３に対して起伏可能となる。
【００３３】
  上記リンク片２７の両側部と、上記押さえ片１３の下面との間に２本のコイルばね２９
がそれぞればね固定片３０を介して設けられる。このコイルばね２９の押さえ片１３側の
端部は、リンク片２７とのヒンジ２８よりも後方側（中桟２２側）に取り付けられる（図
２参照）。
【００３４】
  上記コイルばね２９が取り付けられた押さえ片１３を手で押さえると、リンク片２７が
ヒンジ２８を支点としてロールペーパーＲの周面に沿うように回動し、コイルばね２９が
伸長し、スライド板１４を前進させる（図３参照）。押さえ片１３から手を離すと、コイ
ルばね２９の復元力により、リンク片２７がロールペーパーＲの周面に対して起立するよ
うに回動し、スライド板１４を後退させるとともに押さえ片１３を起立させる。これによ
り、押さえ片１３が起立方向に付勢されることとなる。
【００３５】
  上記押さえ片１３の起立方向の付勢は、上述のように、リンク片２７と押さえ片１３と
の間に設けられたコイルばね２９によって行われるが、この場合に限られず、押さえ片１
３をカバー１２に向かって押さえた際に、上記コイルばね２９をその長さが伸びるように
設ければよい。例えば、上記カバー１２とリンク片２７との間、カバー１２と押さえ片１
３との間、カバー１２とスライド板１４との間、押さえ片１３とスライド板１４との間、
またはスライド板１４とリンク片２７との間にコイルばねを設けることにより、押さえ片
１３の起立方向の付勢を行うことができる。
【００３６】
  また、上記押さえ片１３を押さえれば、その押さえ片１３によりカバー１２のペーパー
押さえ板２１がロールペーパーＲの外周面を押し付け、そのロールペーパーＲの回転が規
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制される。その回転が規制された状態では、ペーパーＰは、つまんで引き上げてもロール
ペーパーＲからさらに引き出されることがないため、そのペーパーＰをスライド板１４の
前端縁に当てがって後方に向かってねじるようにすればペーパーＰを切断することができ
る。
【００３７】
  このように、上記押さえ片１３をカバー１２に押し付けることにより、スライド板１４
が前進してカバーの前端縁から突き出るとともに、カバー１２のペーパー押さえ板２１が
ロールペーパーＲの外周面を押し付けるので、スライド板１４の前進と、カバー１２によ
るロールペーパーＲの外周面の押し付けとを、押さえ片１３の押し付けにより行うことが
できる。
【００３８】
  この実施形態のロールペーパーホルダーは、以上のように構成され、次に使用方法につ
いて説明する。
  まず、カバー１２に取り付けられた押さえ片１３を押さえる。このとき、ヒンジ２８を
支点としてリンク片２７がロールペーパーＲの周面に沿うように回動する。このリンク片
２７は、ヒンジ２６を介してスライド板１４に連結しているので、その回動により、スラ
イド板１４がカバー１２のペーパー押さえ板２１上を前方に向かって摺動する。スライド
板１４が摺動すると、その前端縁がペーパー押さえ板２１の前端縁から突き出る(図３参
照)。
【００３９】
  上記スライド板１４の前端縁が突き出た状態で、ペーパーＰをつまんで引き上げスライ
ド板１４の前端縁に沿って、ペーパーＰをねじって切断する（図３  一点鎖線参照）。
【００４０】
  ペーパー切断後、押さえ片１３から手を離すと、押さえ片１３は、起立方向に付勢され
ているので、リンク片２７を介してスライド板１４がペーパー押さえ板２１に沿って後方
に向かって摺動し、スライド板１４の前端縁がペーパー押さえ板２１の前端縁よりも内側
に後退する。これにより、引き出したスライド板１４の長さ分のペーパーＰがカバー１２
（ペーパー押さえ板２１）の外側に残された状態となる。
【００４１】
  このペーパーＰがカバー１２の外側に引き出されているので、次の使用者は、引き出さ
れているペーパーＰを引っ張って、必要な長さのペーパーを容易に引き出すことができる
。
【００４２】
  次に、本発明に係る実施形態の変形例１を図４に示す。この変形例では、同図に示すよ
うに、上記カバー１２の対のフレーム１９、１９の前端部にスライド板１４をスライド可
能に設けた点で前述の実施形態の場合と相違し、その他の構成は前記実施形態の場合と同
様である。
【００４３】
  この変形例において、押さえ片１３をカバー１２に向かって押さえると、上記スライド
板１４が前進してカバーの前端縁から突き出るとともに、このスライド板１４がロールペ
ーパーＲの外周面を押し付ける。
【００４４】
  本発明に係る実施形態の変形例２を図５に示す。この変形例２では、同図に示すように
、カバー１２を、ロールペーパーＲの外周面に沿う湾曲する板部材を切り抜いて構成した
点で前述の実施形態の場合と相違し、その他の構成は前記実施形態の場合と同様である。
【００４５】
  すなわち、この変形例２において、カバー１２は、湾曲する板部材を切り抜いて中桟２
２、左右サイドフレーム１９およびペーパー押さえ板２１をそれぞれ帯状に一体に形成し
たものである。
【００４６】
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  また、本発明に係る実施形態の変形例３を図６に示す。この変形例３では、同図に示す
ように、上記カバー１２の対のフレーム１９、１９の前端部にスライド板１４をスライド
可能に設けた点で前述の実施形態の変形例２の場合と相違し、その他の構成は前記実施形
態の変形例２の場合と同様である。
【００４７】
  この変形例では、押さえ片１３をカバー１２に向かって押さえると、上記スライド板１
４が前進してカバーの前端縁から突き出るとともに、このスライド板１４がロールペーパ
ーＲの外周面を押し付けるのである。
【００４８】
  本発明に係る他の実施形態を図７から図１１に示す。この実施形態において、図７に示
すように、上記ばね２９の代わりに、上記リンク片２７が、断面くの字状のばね片である
点が前述の実施形態の場合と相違し、その他の構成は前記実施形態の場合と同様である。
【００４９】
  この実施形態では、上記ばね片は、図８に示すように、その屈曲部をカバー１２の後方
に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片１３は起立状態に連結されてい
る。
【００５０】
  上記押さえ片１３を、前記ばね片を屈曲させてその開き角度を狭めつつ（小さくしつつ
）前記カバー１２に向かって押さえると、そのばね片が前方に向かって移動する（図９参
照）。次に、押さえ片１３から手を離すと、ばね片がその弾性により開き角度を広くする
（大きくする）ように作用して押さえ片１３を起立方向に付勢させることができる。これ
により、上述したコイルばね２９が不要となり、部品点数を減らすことが可能となる。な
お、このばね片は、上記作用を行い得るものであれば、トーションばね、板ばね等を採用
することができる。
【００５１】
  なお、図１０に示すように、このばね片は、その屈曲部をカバー１２の前方に向けて、
そのばね片が通常状態において、上記押さえ片１３が起立状態に連結されるようにしても
よい。
【００５２】
  この場合において、上記押さえ片１３を、前記ばね片を屈曲させてその開き角度を広げ
つつ（大きくしつつ）前記カバー１２に向かって押さえると、そのばね片が前方に向かっ
て移動する（図１１参照）。次に、押さえ片１３から手を離すと、ばね片がその弾性によ
り開き角度を狭める（小さくする）ように作用して押さえ片１３を起立方向に付勢させる
ことができる。これにより、上述したコイルばね２９が不要となり、部品点数を減らすこ
とが可能となる。なお、このばね片は、上記作用を行い得るものであれば、トーションば
ね、板ばね等を採用することができる。
【００５３】
  本発明の他の実施形態の変形例１を図１２に示す。この変形例１では、同図に示すよう
に、上記カバー１２の対のフレーム１９、１９の前端部にスライド板１４をスライド可能
に設けた点で前述の他の実施形態の場合と相違し、その他の構成は他の実施形態の場合と
同様である。
【００５４】
  この変形例１において、押さえ片１３をカバー１２に向かって押さえると、リンク片２
７を介してスライド板１４が前進して、カバー１２の前端縁から突き出るとともに、この
スライド板１４がロールペーパーＲの外周面を押し付ける。
【００５５】
  本発明に係る他の実施形態の変形例２を図１３に示す。この変形例２では、同図に示す
ように、カバー１２を、ロールペーパーＲの外周面に沿う湾曲する板部材を切り抜いて構
成した点で前述の他の実施形態の場合と相違し、その他の構成は他の実施形態の場合と同
様である。
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【００５６】
  すなわち、この変形例２において、カバー１２は、湾曲する板部材を切り抜いて中桟２
２、左右サイドフレーム１９およびペーパー押さえ板２１をそれぞれ帯状に一体に形成し
たものである。
【００５７】
  また、本発明に係る他の実施形態の変形例３を図１４に示す。この変形例３では、同図
に示すように、上記カバー１２の対のフレーム１９、１９の前端部にスライド板１４をス
ライド可能に設けた点で、前述の他の実施形態の変形例２の場合と相違し、その他の構成
は他の実施形態の変形例２の場合と同様である。
【００５８】
  この変形例３では、押さえ片１３をカバー１２に向かって押さえると、リンク片２７を
介してスライド板１４が前進してカバーの前端縁から突き出るとともに、このスライド板
１４がロールペーパーＲの外周面を押し付けるのである。
【００５９】
  なお、上述の実施形態および他の実施形態のロールペーパーホルダーに、上記押さえ片
１３をカバー１２に押さえ付ける第１押さえ手段３１と、カバー１２をロールペーパーＲ
の外周面に押し付ける第２押さえ手段４１をさらに設けてもよい。
【００６０】
  この第１押さえ手段３１は、例えば、図１５、図１６に示すように、押さえ片１３に前
後方向にスライド可能に取り付けたスライド片と、スライド板１４に設けた前記スライド
片が係合するフックとから構成することができる。この構成において、押さえ片１３をカ
バー１２に押さえ付け、前記スライド片をフックに係合すれば、図１７に示すように、ス
ライド板１４がカバー１２の前端から突き出た状態に維持される。
【００６１】
  上記第２押さえ手段４１は、例えば、つめ車とつめの組み合わせから構成することがで
きる（図１５、図１６参照）。この構成において、つめ車をカバー１２のカバー取り付け
軸１８に固定し、ペーパーホルダー本体１１の側板１６に取り付けたつめをつめ車の歯に
係止させ、カバー１２をロールペーパーＲの外周面に押し付ければ、図１７に示すように
、カバー１２がロールペーパーＲの外周面を押し付けた状態に維持される。また、つめ車
に係止したつめは、そのつめに取り付けられたつまみを回せば、その係止状態を解除する
ことができる。
【００６２】
  また、第１押さえ手段３１は、例えば、図１８に示すように、押さえ片１３に回転可能
に取り付けられたつまみ３２と、このつまみ３２に揺動可能に取り付けられた左右の突っ
張り棒３３、３３と、この各突っ張り棒３３左右方向にガイドするガイド部３４と、ホル
ダー本体１１の両側板１６に形成された係合凹部３５とから構成することができる。
【００６３】
  この構成において、上記押さえ片１３をカバー１２に押さえ付け、カバー１２でロール
ペーパーＲの外周面を押さえ付けた状態で、つまみ３２を回転させて左右の突っ張り棒３
３、３３を左右に延ばして係合凹部３５に係合させる（図１９参照）。このようにすれば
、上記押さえ片１３がカバー１２を押さえ付けるとともに、カバー１２がロールペーパー
Ｒの外周面を押し付けた状態に維持される。
【００６４】
  この第１押さえ手段３１は、カバー１２をロールペーパーＲの外周面に押し付ける第２
押さえ手段４１としての作用を併せ持っており、カバー１２がロールペーパーＲの外周面
を押し付けた状態に維持されているので、片手でロールペーパーＲを切断することができ
る。これにより、片手（片腕）が不自由な身体障害者が、一方の手のみでロールペーパー
Ｒを切断することができる。また、前記の押し付けた状態を解除することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
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【図１】本発明の実施形態のロールペーパーホルダーを示す斜視図
【図２】同上のロールペーパーホルダーの押さえ片を起立させた状態を示す断面図
【図３】同上の押さえ片を押さえ付けた状態を示す断面図
【図４】同上のロールペーパーホルダーの変形例１を示す斜視図
【図５】同上のロールペーパーホルダーの変形例２を示す斜視図
【図６】同上のロールペーパーホルダーの変形例３を示す斜視図
【図７】他の実施形態のロールペーパーホルダーを示す斜視図
【図８】同上の押さえ片にばね片を屈曲部を後方に向けて取り付けた状態を示す断面図
【図９】同上の押さえ片を押さえ付けた状態を示す断面図
【図１０】同上の押さえ片にばね片を屈曲部を前方に向けて取り付けた状態を示す断面図
【図１１】同上の押さえ片を押さえ付けた状態を示す断面図
【図１２】同上のロールペーパーホルダーの変形例１を示す斜視図
【図１３】同上のロールペーパーホルダーの変形例２を示す斜視図
【図１４】同上のロールペーパーホルダーの変形例３を示す斜視図
【図１５】第１、第２押さえ手段を設けたロールペーパーホルダーの斜視図
【図１６】同上のロールペーパーホルダーの押さえ片を起立させた状態を示す断面図
【図１７】同上の押さえ片を押さえ付けた状態を示す断面図
【図１８】他の第１、第２押さえ手段を設けたロールペーパーホルダーの斜視図
【図１９】同上の第１、第２押さえ手段を示す側面図
【符号の説明】
【００６６】
１１  ホルダー本体
１２  カバー
１３  押さえ片
１４  スライド板
１５  取り付け板
１６  側板
１７  支持アーム
１８  カバー取り付け軸
１９  サイドフレーム
２１  ペーパー押さえ板
２２  中桟
２３  筒部
２４  ガイド片
２５  ストッパー
２６  ヒンジ
２７  リンク片
２８  ヒンジ
２９  コイルばね
３０  ばね固定片
３１  第１押さえ手段
３２  つまみ
３３  突っ張り棒
３４  ガイド部
３５  係合凹部
４１  第２押さえ手段
Ｒ  ロールペーパー
Ｐ  ペーパー
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2 0 0 8 . 2 . 7 )
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ロールペーパー(Ｒ)を回転可能に保持するホルダー本体(１１)に、前記ロールペーパー
(Ｒ)の外周面に沿って湾曲するカバー(１２)をそのロールペーパー(Ｒ)に接離するように
揺動可能に取り付けたロールペーパーホルダーにおいて、
  上記カバー(１２)は、その前端部が上記ロールペーパー(Ｒ)表面に直接に接離するペー
パー押さえ板(２１)となって、その押さえ板（２１）の表面で上記湾曲する方向に沿って
前後方向に前記押さえ板（２１）前端から出し入れ可能なスライド板(１４)と、前記カバ
ー(１２)の上面に設けられて前記スライド板(１４)を出し入れさせる起伏可能な押さえ片
(１３)とを有し、前記スライド板(１４)は前記ペーパー押さえ板(２１)の上面を摺動して
その後方への移動が一定位置で規制されてその前端縁は上記ロールペーパー(Ｒ)の切り刃
となり、前記押さえ片(１３)は、起立方向に付勢されており、前記スライド板(１４)と前
記押さえ片(１３)とは、リンク片(２７)により連結されて、前記押さえ片(１３)を前記カ
バー(１２)に向かって押さえることにより、前記スライド板(１４)が前記リンク片(２７)
を介して前方に向かって移動して前記カバー(１２)の前端から突出することを特徴とする
ロールペーパーホルダー。
【請求項２】
  上記押さえ片(１３)の起立方向への付勢を、上記カバー(１２)と上記リンク片(２７)と
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の間に設けたばね、前記カバー(１２)と上記押さえ片(１３)との間に設けたばね、前記カ
バー(１２)と前記スライド板(１４)との間に設けたばね、前記押さえ片(１３)と前記リン
ク片(２７)との間に設けたばね、前記押さえ片(１３)と前記スライド板(１４)との間に設
けたばね、または前記スライド板(１４)と前記リンク片(２７)との間に設けたばねのいず
れかにより行った請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項３】
  上記リンク片(２７)を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し、そのばね片の屈曲部
をカバー(１２)の後方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片(１３)は
起立状態であり、その押さえ片(１３)を、前記ばね片をその開き角度を小さくしつつ前記
カバー(１２)に向かって押さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動すること
を特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項４】
  上記リンク片(２７)を、断面くの字状に屈曲するばね片で構成し、そのばね片の屈曲部
をカバー(１２)の前方に向けて、そのばね片が通常状態において、上記押さえ片(１３)は
起立状態であり、その押さえ片(１３)を、前記ばね片をその開き角度を大きくしつつ前記
カバー(１２)に向かって押さえることにより、そのばね片が前方に向かって移動すること
を特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
【請求項５】
  上記押さえ片(１３)を上記カバー(１２)に押さえ付ける第１押さえ手段(３１)と、前記
カバー(１２)を上記ロールペーパー(Ｒ)の外周面に押し付ける第２押さえ手段（４１）と
をさらに設けたことを特徴とする請求項１に記載のロールペーパーホルダー。
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